
調整力・粘り強さ 

①学びチャート：自分の学習状況を振り返り、次の学びへつなげる。 

②虫めがねマグネット：思考過程を振り返り、着目ポイントを共有。 

③学びの可視化：板書にキーワードを残し、常に思考過程を振り返り、 

数学的な見方・考え方を働かせられるようにした。 

④机間指導での価値付け：理解を促し、よりよいものを求める。 

⑤その他：単元構成の工夫、既習事項の提示、学習形態の工夫など。 

プロジェクトの設置 

調査結果分析 

学びに向かう力 

校内展示 

KK研修 OJT 

研究を HP等で紹介 

 

 

 

 

 

 

（５）研究構想図 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 粘り強さ 調 整 

低学年 最後まで問題解決に向かう子 
振り返りや解き直しをして、 

自分の考えを見直す子 

中学年 既習事項を活用して問題解決に向かう子 
振り返りや解き直しをして、 

自分と友達の考えを比べられる子 

高学年 
既習事項を活用し、よりよいものを 

求めて問題解決に向かう子 

振り返りや解き直しをして、 

よりよい問題解決の方法を見いだす子 

研究仮説 

都や国の調査から児童の課題を分析し、試行錯誤を伴う振り返り活動を充実させ

れば、学びに向かう力が育まれ、確かな学力を身に付けることができるだろう。 

 

研究主題 

学びに向かう力を育む算数科指導の充実 

～「ふりかえろう」「やってみよう」を引き出す授業づくり～ 

 

目指す児童像 

教育目標 

よく考え進んで学習する子 

心豊かで思いやりのある子 

心身ともにたくましく健康な子 

令和６・７年度 東京都授業改善推進拠点校 

 学びに向かう力等に着目し、指導と評価

の一体化による授業改善を組織的に推進す

る取組を実践的に研究・開発する。 

児童の実態 （都意識調査・国調査・都調査×国調査クロス分析より） 
・算数の学習が「分かる」「得意だ」と回答する児童は 90％と、学習に前向きである。 

・分からないことがあっても学習を続けようとする児童は 90％程度いる。しかし、分からない言葉を調べた

り、理由を考えたりしている児童は 70％程度と、よりよいものを求めようとする意識は低い。 

・算数の言葉を使い、自分の考えたことを友達や先生に伝えようとしている児童は 70％と少ない。 

・他の人の意見を聞き、自分の考えと比べたり、質問して相手の意見を確かめたりしている児童は 60％程度と

低い。 

・国調査では、全国平均を６ポイント程度上回る。東京都平均との比較では、同値である。 

・クロス分析からは、算数の言葉や公式の意味を理解していない可能性、対話的な学びが学習の理解へとつなが

っていない可能性があることが分かった。 

 


